
　当行グループの営業基盤である東瀬戸内経済圏では、人口や企業数の減少などさまざまな課題が存在しており、環
境や社会を取巻くこれらの課題は当行グループの営業基盤に重大な影響を与えることが予想されます。当行グループ
は、サステナビリティ経営のもと、地方創生SDGsの取組みを積極的に推進し、地域社会の発展への貢献と企業価値向
上の永続的な好循環の実現を目指してまいります。

　気候変動や脱炭素化への対応、地方創生SDGsの実現に向けて外部機関との連携を図りながら次の施策や取組みを
おこなっています。

当行グループは、下記のグループ経営理念や経営ビジョンにもとづき、ちゅうぎんSDGs宣言に掲げる5つの重点課題に対して取組み
を進めています。当行グループが持つ幅広いネットワークやノウハウを活かし、地域の課題解決を目指すとともに、お客さまとお客さまの
橋渡しの役割を発揮し、地域の企業や団体、教育機関、自治体などと協力しながら魅力ある地域の創生を目指します。

地方創生、SDGsの取組みをより強力に推進することを目的として、2021年6月に「地方創生SDGs推進部」を新設しました。地域の
持続的な発展のため、中長期的な目線で地域のパートナーとの未来を共創し、グループ全体における地方創生SDGsの取組みとして活
動領域の拡大を目指しています。本部署では、次の業務内容に加え、営業活動をより一層加速するための推進体制の整備、取組支援、研
修等による理解・浸透活動等をおこなっています。

主な業務内容 創業支援、観光支援、自治体営業、産学連携、SDGs、CSRほか

地域応援活動の一例
⃝ ちゅうぎんSDGsサポートやちゅうぎんサステナブル・リンク・ローンなどの関連商品・サービスの提供
⃝ グループ会社である株式会社せとのわとの連携、有償ビジネスマッチングの活用など

ライフプランサポート活動の一例
⃝ ご相続・終活関連サポート、ちゅうぎんお困りごとサービス、ちゅうぎんアプリなど各種関連商品・サービスの提供グループ経営理念 地域・お客さま・従業員と分かち合える豊かな未来を共創する

地域のお客さまに「選ばれ」「信頼される」総合金融サービスグループ

「地域経済・社会」「高齢化」「金融サービス」「ダイバーシティ」「環境保全」

地域の課題を自分ごととして捉え、自ら考え行動する

地域課題の解決を通じて、地域の関係団体・企業・機関等とともに魅力ある地域を創造し、
地域社会の持続的な発展とSDGsの達成へ貢献する
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地方創生SDGsの取組みでは、役職員一人ひとりがあるべき姿と役割を意
識し、「本業を通じたSDGs」と「社会的責任としてのSDGs」の両輪で活動を
おこなっています。本業を通じたSDGsでは、地域の課題解決やお客さまのさ
まざまなニーズに応えるため、次のような地域応援活動やライフプランサポー
ト活動を通じて、地域企業の価値向上と地域社会の発展に貢献しています。

大学・研究機関等

⃝ 脱炭素コンソーシアムの設立
 　2022年3月、岡山県の地域特性を活かした地方創生・脱炭素社会の実現のため、産

学連携による「地域脱炭素創生・岡山コンソーシアム」を設立しました。

⃝ PwCコンサルティング合同会社との地方創生に関する連携協定の締結

 　2022年2月、地域のDXや脱炭素化の分野において先進的な知見を有するPwCコンサ
ルティング合同会社と連携協定を締結し、地域課題の解決提案を目指して協力しています。

⃝ 明治安田生命保険相互会社との連携協定
 　2022年3月、明治安田生命保険相互会社と地方創生に関する連携協定を締結しました。

⃝ TCFD提言にもとづく情報開示
 　2022年5月より、TCFD提言にもとづき、4つの項目「ガバナンス」「戦略」「リスク管

理」「指標と目標」において気候変動に関する情報開示をおこなっています。

⃝ サステナブルファイナンス目標の策定

 　環境課題・社会課題の解決に向けてサステナビリティ経営の取組みを強化するため、
2022年5月にサステナブルファイナンス目標として「2030年度末までに1.5兆円（うち
環境系1兆円)」を策定しました。

⃝ 「TABLE FOR TWOプログラム」※の本店食堂への導入
 　2021年11月より本店ビル食堂にて「TABLE FOR TWO」による食事メニューの提

供を開始しました。〈これまでの寄附実績（2022年3月末時点）1,508食／30,160円〉

⃝ SDGs×学生×企業の取組み
 　地域やお取引き先のお客さまからのご要望にお応えするべく、営業店、地区本部、

本部が協力し、金融リテラシー向上やSDGsに関する高校生向けの講演・イベントを
実施しています。2021年度は、一般社団法人岡山経済同友会との連携イベント「お
かやまSDGsプラザ夏の交流会2021」や「Be Live」の開催、株式会社日本旅行主催
の「サステナブルブランド国際会議（岡山大会・全国大会)」などへ協力をおこない
ました。今後も引続き未来を担う学生のみなさまを応援し、地域におけるSDGsの普
及に貢献します。

※ 健康に配慮した食事メニューを提供し、購入代金のうち20円が開発途上国の子どもたちの学校給食1食分
として寄附されるプログラム

課題解決に向けた地域連携
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地方創生、SDGsの取組み強化




